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8 月 9・10 日 日本地理教育学会第 64 回大会（横浜国立大学教育人間科学部） 
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3 月 17 日   第 2 回研究会【研究中間報告】開催（社会科授業検討会、上越市
立春日中学校） 
2015（平成 27）年度 
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7 月 27・28 日 北海道教育大学附属札幌中学校教育研究大会（同校）等派遣 
10 月 24 日    第 4 回研究会【中間発表会】開催（社会科教育実践研究発表会、
本学学校教育実践研究センター）（上越教育大学社会科教育学会
第 30 回研究大会第四分科会） 
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11 月 7・8 日  日本社会科教育学会第 65 回全国研究大会（宮城教育大学）派遣 
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 本書は以下のような内容で構成されている。 
Ⅰ 研究の概要                              p.1 
上越教育大学社会科教育学研究室 茨木智志・志村喬・中平一義 
Ⅱ 現職教員による実践研究の成果報告  
１ 地理的な空間認識をはぐくむ活動                                            
  ～小学校 3 年生「私たちの上越市」の実践から～                            p.5 
上越市立大手町小学校 朝井宜人 
２ 上越教育大学との連携を活かした地理教材の作成                             
～新潟県社会科教育研究会『上越市全図』の活用に向けた取組より～          p.9 
上越市立国府小学校 荒井隆浩 
３ 方位や位置の認識を発達させるための手立て 





  ―第 4 学年「水はどこから」の学習を通して―                             p.17 
糸魚川市立能生小学校 池田利充 
５ 主体的に追求し、社会事象の意味を実感としてとらえさせる指導過程の工夫 
  ～4年「山ろくを流れる上江用水」と 3・4年「ごみの処理と利用」を通して～    p.21 
妙高市立新井南小学校 近藤克彦 
６ 多様な資料を活用した、小学校 5 年情報に関わる学習の展開                p.25 
糸魚川市立青海小学校 坂口敏生 
７ 地域の工場見学を生かした一実践 
  ～自動車工場との生産比較から～                                       p.29 
上越市立大潟町小学校 坂森弘明 
８ よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を育てる指導の工夫 
  ―小学校第 5 学年「水産業のさかんな地域」の実践を通して～               p.33 
長岡市立富曽亀小学校 長橋俊文 
９ 地図を読む楽しさを味わい、地図の見方をひろげる 
  ―小学校 4 年 「地図紀行」の実践より―                                 p.37 
上越教育大学附属小学校 南雲民人 
10 思考を深めるための関連図づくり 
  ～小学校第 5 学年「情報化した社会と私たちの生活」の実践～               p.41 
上越市立大潟町小学校 渡邉卓司 
11 資料を活用して、考えを表現する力を高める社会科学習 
  ～小学校 5 年「これからの食料生産を考える」における討論活動を通して～   p.45 
加茂市立石川小学校 渡邊伸明 
12 地域アーカイブズの利活用 
  ～上越市公文書センターの所蔵資料の紹介～                             p.49 
上越市公文書センター 岩野学 
13 裁判員制度を考える 
  ―情報と他者との関わりを軸に―                                       p.53 
上越教育大学附属中学校 坂田和也 
14 地域から考える防災教育 
  ～ハザードマップづくりを通して～                                     p.57 
上越市立大潟町中学校 仙田健一 
15 平和的解決とは  
―国際社会が抱える諸問題を通して―                                   p.61 
上越教育大学附属中学校 田口秀行 
16 「学び合い」による授業事例 





  ～1 年「ヨーロッパ州 ― 国どうしの統合による変化 ―」の実践～         p.69 
上越市立大潟町中学校 長野朋水 
18 新聞活用を通して、地方自治の在り方を見つめ直す実践（3 年生・公民的分野） p.73 
上越市立春日中学校 柳澤一輝 
Ⅲ アンケート分析結果の報告  











会科授業実践研修会」（2016 年 2 月 20 日）、同会研究紀要『社会科研究紀要』（第 49
集、2015 年 3 月）等においても本研究プロジェクトの成果の一部を発表している。 
 
おわりに 
 
 これまでに記した本研究プロジェクトの成果に関わり二点申し述べる。 
 第一に、本研究の主眼であった大学と地域学校の教員との連携や協働の重要性であ
る。本研究においても一定の成果をあげたものと認められるが、今後いかに大学とし
て継続していくことができるかが課題となろう。 
 第二に、上記に関連して、本研究への大学内外の協力が不可欠であった点である。
学外では、地域の小中学校教員を中心とする新潟県社会科教育研究会から全面的なご
協力を賜った。また学内では佐藤芳德学長をはじめ、研究連携課・財務課のきめ細か
い配慮と支援を頂いた。厚く御礼を申し上げる。本研究プロジェクトは大学と地域と
の連携や協働の在り方を示す一つのモデルをなすものと考える。上述した第一の点と
関わり、大学としての継続が求められよう。 
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